
「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

ある日のこと、おばあさんが畑から帰って来ると押入

れにしまっておいた古い箱が座敷に出されてありまし

た。中には、昔おばあさんが子どもたちによんであげ

ていた本がいっぱいつまっています。久しぶりに声に

出して読んでみました。ガサガサ。後ろに何かの気配

が。「だれかがわたしのこえをきいていたのかしら。」

その夜。一人の静かな男の子がおばあさんのもとへや

ってきました。おばあさんは本を読んであげました。

毎晩毎晩こんな遅い時間に。帰っていく男の子につい

ていった先にはほら穴が・・・。そおっとのぞきこん

でみると・・・！

超超超超むずかしすぎるまちがいさがし（松澤里恵子他）
／まんがでわかる発達心理学（渡辺弥生監修）／ともだち
に話したくなる恐怖の百物語（いしいいくよ）／ページを
めくってゾッとする１分で読める怖い話（麻生かづこ）／
希望の糸（東野圭吾）／ほどなく、お別れです（長月天音）

／外国人労働者・移民・難民ってだれのこと？（内藤正典）
／おべんとうの時間(4)（阿部了・阿部直美）／マチのお
気楽料理教室（秋川滝美）／ノーサイド・ゲーム（池井戸潤）
／さよならの儀式（宮部みゆき）　そのほか７冊※（　　）内作者名

＼今月は18冊！／９
月
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ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
「
原
爆
」
と

は
な
ん
だ
っ
た
の
か
？
―
―
出
自

の
ち
が
う
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生

が
、
広
島
と
長
崎
に
落
と
さ
れ
た

原
爆
の
是
非
に
つ
い
て
語
り
合

う
。日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
メ
イ
は
、

否
定
派
の
一
人
と
し
て
演
壇
に
立

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
在

住
の
著
者
が
若
い
世
代
に
問
い
か

け
る
。「
戦
争
」
の
歴
史
と
記
憶
。

『
百
花
』（

川
村
元
気
／
文
芸
春
秋
）

大
晦
日
、
実
家
に
帰
る
と
母
が
い

な
か
っ
た
。
息
子
の
泉
は
、
夜
の

公
園
で
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
た
母
・

百
合
子
を
見
つ
け
る
。
そ
れ
は
母

が
息
子
を
忘
れ
て
い
く
始
ま
り
の

日
だ
っ
た
。
母
の
記
憶
が
失
わ
れ

て
い
く
な
か
で
、
泉
は
一
度
、
母

を
失
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
現

代
に
お
い
て
、
失
わ
れ
て
い
く
も

の
、残
り
続
け
る
も
の
と
は
何
か
。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内№165

『山の図書館』
肥田美代子／作
小泉るみ子／絵
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東京金山会通信 №５

　７月13日、第61回東京金山会総会の反省会を行
いました。久しぶりに会った皆さんから「どのよう
にしたらもっと楽しめるか」を基本に、プログラム
の見直しや新しい会員様への呼び掛け方など多くの
素晴らしい意見が出されました。来年は今年以上に
盛り上がる東京金山会になるように、役員一同頑張
りますのでご参加をお待ちしています。反省会後は
暑気払いで身体に溜まった熱気を取り除きました。
　また、今年の最上地域ふるさと連合会は７月７日
～８日の２日間、51名で舟形町を親善訪問しまし
た。舟形名産の鮎の塩焼きをご馳走になったほか、
縄文の女神像やマッシュルーム生産所を見学させて
頂きました。
　東京金山会通信は皆様方のご協力でNo.5となり
ました。金山町と東京金山会の橋渡しになれるよう
にこれからも継続していきますので、ご意見など頂
けたら幸いです。よろしくお願いします。

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

山形大学の地域連携型サークル「Team道草」
道草だよりでは、彼らの町内での活動を紹介！
「金山町×大学生」で産まれる新たな可能性を模索します

　
８
月
６
日
、
夜
８
時
。
十
日

町
の
山
車
づ
く
り
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
！

　
今
回
、
楽
し
げ
に
お
話
し
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
副
頭
の

柿
崎
さ
ん
。
山
車
は
見
た
こ
と

は
あ
る
も
の
の
、
な
か
な
か
作

る
途
中
は
見
ら
れ
な
い
も
の
。

得
意
分
野
に
分
か
れ
て
、
紙
を

貼
っ
た
り
、
釘
を
打
っ
た
り
、

大
き
な
作
業
か
ら
細
か
い
作
業

ま
で
「
せ
っ
か
く
作
る
の
で
あ

れ
ば
手
を
抜
か
な
い
」
気
持
ち

で
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
私
た
ち
は
「
こ
ん
な
に
し
っ

か
り
作
ら
れ
て
い
る
の
に
す
ぐ

壊
さ
れ
ち
ゃ
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
よ
！
」と
思
っ
た
も
の
の
、

そ
れ
も
文
化
。
十
日
町
地
区
で

は
、
山
車
男
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
集

ま
り
手
を
止
め
ず
に
作
業
し
て

い
る
姿
や
制
作
途
中
の
迫
力
あ

る
山
車
を
、
ス
ポ
少
帰
り
の
親

子
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
引
き
連

れ
て
や
っ
て
き
た
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
が
足
を
止
め
て
見
て
い

ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
姿
は
、
私
た
ち

大
学
生
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

で
は
な
い
し
、
と
て
も
素
敵
な

こ
と
に
思
え
ま
し
た
。
山
車
づ

く
り
で
集
ま
る
人
々
と
そ
れ
を

見
守
る
地
区
の
子
ど
も
な
ど
、

十
日
町
に
は
祭
を
き
っ
か
け
に

生
ま
れ
た
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
が
代
々
受
け
継
が
れ
て

い
ま
し
た
。

十
日
町
地
区
「
山
車
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

Vol.17

闇夜に煌々と照らされ山車制作に勤しむ
姿は、とてもクールに映った

㊤総会反省会後の暑
気払いの様子。来年
はさらに盛り上がる
よう意見が出されま
した／㊧最上地域ふ
るさと連合会で訪れた
舟形町で見学した西ノ
前遺跡の国宝縄文の
女神像。他にも町内
各地を見学しました


